
 

M8 Transistor Tester（Ver.12864）
インストール手順

私たちのM8トランジスタテスターキットツールをお買い上げいただき、

誠にありがとうございます。私たちは、私たちの製品があなたの利便性と精度

の経験をもたらすと確信しています。

インストール・プロセスの前に、慎重に、より迅速かつ正確な方法でイ

ンストールを容易にする、この手順をお読みください。

1. インストール:

最初のステップは、抵抗のはんだ付けです。あなたはカラーコードに慣

れていない場合、マルチメーターで抵抗をチェックしてください。



次に、トランジスタのタイプと方向に注意して基板に配置し、その他の

電気部品をはんだ付けしてください:

LEDのはんだ付け方向：PCBの記号と同じ整列側があります。LEDのはんだ

付け時間は、長時間維持するとLEDが破損する恐れがありますので注意して

ください。



 

電解コンデンサの電極は、白線とPCB側で整列する必要があります。

すべてのはんだ付け作業が行われた後、Atmega328とLCD（9Vバッテ

リーまたは外部5.5-12V DC電源）を電力と接続する代わりに、マルチメータ

を用いて、ICプラグ上pin7とpin22の電圧をを測定してください、電圧が回路

や電源が正常な状態で作業していることを意味する+5V（測定時にボタンを

押す必要があります）である必要があります。



  

 

 
  

電源を遮断し、M328とLCDをはんだ付けされているインサートピン（8ピン、

5-12）にを接続します。ICの向きに注意してください。

すべてのインストール後は、電源（9V6F22電池、または5.5V-12VのDC電

源）を接続します。ボタンを押すと、あなたは文字を見ることができます。お

めでとう、ガジェット使用に入ることができました！

2. セルフテストとキャリレーション

セルフテストは、一緒にすべての3つのテスト・ポートを接続し、ボタン

を押すことにより準備することができます。



 

セルフテストを開始するには、テストボタンを2秒以内に再度押す必要が

あります、またはテスターは他の通常の測定を続けます。

キャリブレーションが行われているときに、テストポートまたは接続された

ケーブルのいずれにも触れないようにしてください。

しかし、装置は、さらに測定に使用され、同じでなければなりません。 そう

でなければ、容量測定のためゼロオフセットが正しく検出されません。 ポー

ト出力の抵抗値は、このオプションを使用して、すべての測定の開始時に決定

されています。

”T4 isolate Probe”の下の数字は、プローブ（ワイヤーからの解放）を分離

するための時間であることを意味します。

100nF（0.1μFの）と20uFの間の任意の容量のコンデンサを1番ピンと3番



 

ピンに接続し、キャリブレーションの最後のタスクのために必要とされます。

 あなたは、電解コンデンサを使用しない代わりに、フィルムコンデンサを使

用でください。

それを示すために、コンデンサの記号は、テキスト">100nF"に続いて、

ピン番号1と3の間に示されています。あなたは、このテキストが表示さ

れる前にコンデンサを接続する必要があります。 このコンデンサ（キッ

ト中の224コンデンサ）とアナログコンパレータのオフセット電圧は、容

量値のより良い測定のために補償されます。

メニューオプションは、テスターのために選択され、セルフテストは、メ

ニュー機能として開始されていない場合は、初回のみ校正のために外付けコ

ンデンサでキャリブレーションが行われています。 外付けコンデンサでの

キャリブレーションは、メニュー選択などのセルフテストコールで繰り返す

ことができます。



3. 使い方:

トランジスタ・テスターの使い方は簡単です。いずれの場合でも、任意の順

序で3つのテストポートに3本のピンで部品を接続することができます。あな

たの部品が2つだけのピンを持っている場合は、3つのテストポートのいずれ

か2つにこのピンを接続することができます。 部品の極性は無関係である。

通常、あなたはまた、任意の順序で電解コンデンサのピンを接続することが

できます。 容量の測定は、通常マイナス極は番号の小さいテストポートの方

法で行われます。しかし、測定電圧はわずか0.3Vと、最大で1.3Vの間にある

ので、極性は重要ではありません。部品が接続されている場合、あなたは測

定中にその場所を触れないでください。それがソケットに配置されていない

場合は、非導電性パッドにそれを置く必要があります。

また、テスト・ポートに接続された配線の絶縁には触れないようにしてくだ

さい。それ以外の場合は、測定結果が影響を受ける可能性があります。あな

たはスタートボタンを押す必要があります。   開始メッセージを表示した後、

測定結果は2秒後に表示されるはずです。コンデンサを測定する場合は、結果

までの時間は、容量に対応してより長くすることができます。

テスターは、バッテリーの長寿命化のために28秒間結果を表示した後、

自動的に遮断します。 表示時間の間に、次の測定開始ボタンを押すこと

によって開始することができます。



 

遮断した後、次の測定も、もちろん開始することができます。次の測定は、同

じまたは別の部分で行うことができます。

測定することができるコンポーネントは次のとおりです:

抵抗、キャパシタンス、ポテンショメータ、インダクタ、ダイオード、LED、

トランジスタ、電界効果トランジスタ、サイリスタなど。

注意: 必ずテスターにそれらを接続する前にコンデンサを放電してください！

あなたがそれをオンする前に、テスターが破損する恐れがあります。Atmega

ポートで少しだけ保護があります。

Resistance Measuremen（ 1K,0.05%tol 680R\470K,0.1% tol）:

抵抗測定

2抵抗器まで測定され、正しい値で最大4つの小数点以下の桁数を持つシンボ

ルと値が示されます。すべてのシンボルは、テスターのプローブ番号によって

囲まれています(1-3)



 

そのようにポテンショメータも測定することができます。ポテンショメータ

は、その端部の一方に調整されている場合、テスターは、中間ピンと、エン

ドピン異なることができません。抵抗測定の分解能は、50MΩの値まで

0.01Ωで検出されています。

N o n - P o l a r i z e d C a p a c i t a n c e M e a s u r e m e n t(1800PF
1% tol and 100nF 1% tol):非極 性 容 量 測 定

一 つ の キ ャパシ タ を 検 出 し 、 測 定 す る こ と が で き ま す。 そ れ は 、

正 し い 値 は 最大4桁の シ ン ボ ル と 値 で示さ れて い ま す。 値は25pFか

ら100mF（100000uF）まですることができます。解像度が1pFの（@の

8MHzのクロック）まで可能。90 nFの上記の容量値を有するコンデンサの等

価直列抵抗（ESR）が0.01Ωの分解能で測定され、2つの重要な桁で示され

ています。5000 pF上の容量値を持つキャパシタ用ロードパルス後の電圧損

失を決定することができます。 電圧損失は、コンデンサの品質要因の

ためのヒントを与えます。



 

Electrolytic capacitor measurement：電解コンデンサの測定

90 nFの容量値を超える場合には、ESR値が表示されます。接続したときに極

性を区別する必要はありません。

Inductance Measurement(0.1mH):インダクタンスの測定

2100Ω以下の抵抗のためにも、インダクタンスの測定が行われます。範囲は

0.01mH程度から20H以上になりますが、精度は良くありません。測定結果

は単一の構成要素で接続されたのみ示されています。



 

 Transistor Measurement(2SA1941):トランジスタ測定

コレクタ遮断電流のIceo無電流ベース（10uA単位）とし、コレクタ残留電流

Icesベースホールド付へのエミッタレベルを表示します。 それらは（ゲルマニ

ウムトランジスタに対して特に）ゼロでない場合は、この値はのみ、示されて

います。

Thyristor Measurement(MCR100):サーミスタ測定

試験 電流が保持 電流よ り 上 で あ る 場 合 に サイ リス タ及びト ラ イアッ

ク は 、 検 出 す る こ と が で き ま す。こ の テ ス タ ー が 提 供 で き る よ

り も 、 い く つ か の サ イ リ ス タ や ト ラ イ ア ッ ク は 、 よ り 高 い

ゲー ト ト リ ガ 電 流 と し て 必 要 で す 。 利 用 可 能 な テ ス ト 電 流 は わ ず

か 6 ミ リ ア ン ペ ア で す ！



 J-FET 測定(2SK30A):ジャンクション電界効果トランジスタ測定

MOS-FET 測定(IRFP40N10):MOS電界効果トランジスタ測定



 

4. ATmega328用のオプションメニューの機能

メニュー機能が選択されている場合、テスターは、追加機能のための長押し

（>500ミリ秒）後に選択メニューを起動します。任意の相互作用せずに長い

待ち時間の後プログラムは、通常のトランジスタテスター機能は、メニューお

よび結果を残します。

テスターはあなたが示されている前回のテストの結果の間にエンコーダの高速

回転にも追加機能を持つメニューを呼び出すことができ、設置したロータリー

パルスエンコーダを持っています。メニュー機能は、すべての方向にエンコー

ダの低速回転で選択することができます。選択したメニュー機能の起動は、キー

のみを押すだけで行うことができます。選択された機能内のパラメータはエン

コーダの低速回転で選択することができます。エンコーダの高速回転が選択メ

ニューに戻ります。



 

Frequency：周波数

追加機能「周波数」（周波数測定）まず、周波数は常に計数することに

よって測定されます。

測定周波数は25キロヘルツ未満の場合、さらに入力信号の平均周期を測定

し、この値を用いて周波数は0.001Hzまでの分解能で計算されます。周波数

測定は、キーを押して終了され、選択可能な機能が再び示されています。

   singal input: F-in GND

Max input singal <5V.



 

 

 

f-Generator(@TP2-3)：

追加の機能を持つ「f-Generator」（周波数発生器）

選択可能な周波数は、キーの押下で切り替えることができます。 周波数の最

後の選択肢を選択した後、発生器は、第一の周波数次の（周期的な選択）にス

イッチバックされます。長押し（>0.8秒）を使用すると、周波数発生器を停止

し、機能メニューに戻ります。



 

 

 

10-bit PWM(@TP2-3):
追加機能「10ビットPWM」は、「（パルス幅変調）ピンTP2で選択可能な

パルス幅の固定周波数を生成します。周波数発生も非常に長いキーを押し

ます（>1.3秒）で終了させることができる。

C+ESR(@TP1-3):

追加機能「C+ ESR@ TP1-3」はテストピンTP1とTP3でESRを持つスタン

ドアロンの容量測定（等価直列抵抗）の測定を選択します。容量は2uFから

最大50 mFまで測定することができます。測定電圧がわずか約300 mVでであ

るため、ほとんどの場合、コンデンサが前の分解なしに「回路内」を測定す

ることができます。



一連の測定は、長押しで終了させることができる。あなたは何の残留電圧が機

器に残っていないことを、確認する必要があります！

Rotary Encoder: disable　ロータリーエンコーダ: 無効にします

Selftest :セルフテスト

メニュー機能「セルフテスト」でキャリブレーションとの完全なセルフテスト

が行われます。それによりT1からT7へのすべてのテスト機能の呼び出しも、

外付けコンデンサとのキャリブレーションは毎回行われます。

Switch of:スイッチオフ

追加機能「スイッチオフ」とテスターはすぐにオフにすることができ

ます。



Show data:データを表示

機能「データの表示」は、ソフトウェアとキャリブレーションのデータの

バージョン番号をさらに表示しています。

Transistor:トランジスタ

もちろん、あなたはまた、通常のトランジスタテスター測定に戻るには、機

能「トランジスタ」（トランジスタテスター）を選択することができます。

Circuit diagram:回路図

我々は、この器具はあなたに大きな助けになると確信しています。私た

ちはあなたのDIYの旅に喜びを持っていることを願っています！


